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　＜訳出にあたって〉

　ここに訳出するのは，Ｌｏｕ１ｓｅ　Ｍｅａｄ　Ｔｒ１ｃａｒｄの女史の著，『Ａｍｅｒ１ｃａｎ　Ｗｏｍｅｎ’ｓ　Ｔｒａｃｋ　ａｎｄ

Ｆ１ｅ１ｄ　　Ａ　Ｈ１ｓｔｏｒｙ，１８９５ｔｈｒｏｕｇｈ１９８０　　』（１９９６年ＭｃＦａｒ１ａｎｄ＆Ｃｏ　Ｉｎｃ ，Ｐｕｂｌ１ｓｈｅｒｓ　Ｊｅ伍ｅｒｓｏｎ
，

Ｎｏ．ｔｈ　Ｃ。。ｏ１ｍ。 刊）の第１章「Ｔｈｅ　Ｅａｒ１ｙ　Ｙｅａｒｓ」の部分である 。

　この書は１９９６年，近代オリンピ ソクが誕生してちょうと１００年，アメリカにおける女子陸上競

技がニューヨークのハエサ ー大学（Ｖ。。。。。 Ｃｏｌ１ｅｇ。）で「フィールト ・テー（Ｆ１ｅ１ｄＤａｙ）」の名の

下に初めて実施されたといわれる年から数えて１０１年目にあたる由緒ある年に発刊されたＴｒｉ－

ｃａｒｄ女史による７４６頁におよぶアメリカ女子陸上競技の年次通史の超力作である 。

　この原著にはカハー がなく ，著者のＴｒ１ｃａｒｄ女史の経歴や現在の勤務先なとは，奥書や本文中

に記されていないので不明のままである。しかし，この書を紐解くなかで，著者が１９５９年度２３歳

の時，アメリカではじめて屋外で女子の４００ｍ競走と８００ｍ競走を採用した「全米女子選手権

大会」において，ニューヨーク警察の陸上競技クラブに所属して出場し，２００ｍ競走で２５秒３の

記録で５位に入賞して以降，毎年の様に全米クラスの諸大会の短距離やリレー ４００ｍ競走 ，

８００ｍ競走で度々入賞を果たし，優れた選手生活を送った人であることがわかる 。

　著者は１９６０年のｒオリンピ ソク ・ローマ大会」にむけたｒ全米最終予選会」当時には，ニュー

ヨーク市ブロンクスの体育教師をつとめながら，８００ｍ競走で４位に入賞したが，アメリカ代表

の選考から漏れてオリンピ ック大会出場の夢は果たせなかったものの，その後，室内の４４０ヤー

ト競走において６１秒２の「全米室内新記録」を樹立するなとして，１９６３年に２７歳で第　線を退く

まで活躍した人である 。

　彼女は引退後，幼いとき患ったポリオを見事に克服してオリンピ ック ・ローマ大会の１００ｍ ・

２００ｍ ・４×１００ｍリレーの３種目に金メダルを獲得した友人のウィルマ ・ルドロフ（Ｗｉ１ｍ．

Ｒｕｄ．ｌｐｈ）選手に啓発 ・助言を受けて，全米の８０余年にわたる女子陸上競技の詳細な活動成果と

記録等について，各時代の学校史 ・新聞 ・学会誌 ・雑誌 ・著書等の莫大な資料を永年にわた って

収集 ・取材し，これらを分析 ・研究して年次別の６３章に分けて，各年度の特徴，大会の内容や各

記録にその時のエピソードや写真を織りまぜながら執筆し，この書を刊行した 。

　訳者は，現在では男子と遜色ない種目が世界的に認知されて設定され，目覚ましい記録を達成

し， 人気も高い世界の「女子陸上競技」について，黎明期には男性の競技会から排除されたり蔑

視されるなかで，自主独立の活動形態をとっ た「英国女子陸上競技連盟（ＷＡＡＡ）」と男性の競

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５５１）
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技会に同化する方針をとりつつ歩んだ「世界女子スポーツ連盟（ＦＳＦＩ）」という路線の違 った２

つの組織がありながらも ，それぞれの組織を強固に確立して女性スポーツの活動を今日へと導い

た初期の諸活動や競技者の記録の実態を検証することを通じて，２１世紀に向けて「女性スポー

ツ」や「女性の競技」は如何にあるべきかの指針を示そうとしている 。

　その意味で，この書の第１章「Ｔｈｅ　Ｅａｒ１ｙ　Ｙｅａｒｓ」の部分は，黎明期のアメリカ女子陸上競技

がどの様なものであ ったのか，女子が陸上競技を行なうのについてアメリカの体育 ・スポーツ人

のなかでどの様な議論があ ったのかを示す資料として極めて興味深いものがあると ，ここに訳出

することにした 。

　「近代陸上競技」の黎明期 ・草創期を主とする組織発展史の研究が，ややもするとイギリスや

ドイツ等欧州の男性の競技界の文献を中心にしたものに傾斜するなかで，この資料はアメリカの

女性たちが１９世紀末から約１００年間，女性独自でどの様な活動をしていたのかを克明に追った資

料として極めて貴重なものである 。

　この資料が「女子陸上競技」のみならず今後の「女性スポーツ」全般にわたる研究発展の一助

となれば幸いである 。

　〈１８７０年代のアメリカにおける女子陸上競技の状況〉

　アメリカの各カレッ ジの女子の陸上競技史の資料によれば，初期の時代には「歩行運動

（ｗａ１ｋｉｎｇ）」がは っきりと推奨，奨励され，義務づけられていたことがわかる 。１８３７年には，マ

ウント ・ホウリオウク大学（Ｍｏｍｔ　Ｈｏ１ｙｏｋｅ　Ｃｏ１１ｅｇｅ）では，女子学生に１日に１マイル歩かせる

ことを必須としていた。１８６０年代にはノースウエスタン大学（Ｎｏれｈｗｅｓｔｅｍ　Ｕｍｖｅｒ．１ｔｙ）で，１日

３０分間の「歩行運動」が必須とされていたし，１８６２年にはエルマイラ大学（Ｅ１ｍ１ｒａ　Ｃｏ１１ｅｇｅ）も同

様のことを必須としていた 。

　「歩行運動」のクラフは，ネフラスカ大学（Ｕｍｖｅ。。１ｔｙ　ｏｆ　Ｎｅｂ．ａ．ｋ。）では１８９１年に，ミルス大学

（Ｍｉ１１． Ｃ．１１．ｇ。）では１９０１年に発足した。「歩行運動」は指導もコーチも ，普段の身体訓練も ，女

性を室内で運動させたり屋外で服を着て毎理矢理行なうための服装を調達することも不要で，天

侯もに左右されず，規則や諸準備も施設も必要ではなく ，「歩行運動」によっ て「筋肉隆々にな

る」と決めつけられることもなかった 。

　その意味で「歩行運動」は，「女性」のスポーツであ った。女性がもっと遠くにまで歩きたい

と願ったので，「競歩競技」が行なわれるようになっ た。１９７６年６月 ，『女性スポーツ（Ｗｏｍｅｎ

Ｓｐｏ・ｔ・）』誌にｒ歩行マニア（ｗａ１ｋｍｇ　ｍ・ｍａ）」というテーマの論文を書いたハー ハラ ・ウォルタ

ー（Ｂａｒｂａｒａ　Ｗａ１ｄｅ。）は，「マラソン ・ウオーキングは，女性の能力を示す機会となっ ただけでな

く， 名声と賞金を稼ぐ機会をももたらした」と述べている。女性たちは，かつて男性のために行

なわれていたスポーツ界に足を踏み入れたのである 。

　ウォルダーは，ルル ・ルーマー（Ｌ
ｕ１ｕ　Ｌｏｏｍｅ。）が行なっ た７００マイル（約１１２６ｋｍ）以上もある

様な距離を歩く「歩行運動」について，「彼女は恐らく３５人いた女性ウオーカーのうちのひとり

だっ たか，１８７０年代後半にいた東海岸の「歩行マニア」の温床を作る手助けをしていた『プロの

競歩選手（ｐｅｄｓ）』のひとりだった」と述べている 。

　ウォルダーは「１８７０年代中頃には，女性は５００ドル以上の賞金を賭けて競争をしていた」と述

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５５２）
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べている。彼女はエイタ ・アンターソン（Ａｄ． Ａｎｄｅ。。ｏｎ）が，女性の「歩行マニア」を流行らせ

たと確信している 。１８７８年にはブル ックリンのモーツアルト ・ホール（Ｍｏ．ａ１ｔＨａ１１）で，アンダ

ーソンは１か月の間，１５分毎に１回，士マイル（約４００ｍ）の距離を歩いた。ウォルダーは「大

多数の観衆は女性であり ，この大観衆はある特別な女性の競歩を見るためだけにここに来ていた

のだ」と述べている。モーツアルト ・ホールでこの出来事を見たあるレポーターは，「女性の観

衆たちは，おおよそ男性でも出来ない様なトラ ソクで行なわれているこの素晴らしい光景に魅せ

られていたので，興味津々でこれを見物に来ている女性と同伴の男性が，もう帰ろうと言った後

でも ，ここに残って見ていたいと何度も頼んで，『もう一周，あともう一周』といいながら，連

日，一度に何時問もの問，アンダーソンを見つめていた。」と報告している。アンダーソンは歩

行の途中で女性たちに呼ひかけを行なっ て， 彼女の「競歩」が馬車に頼らなくてもよいようにも

っと歩くように女性たちを励ますことを希望すると述べた。エイタ ・アンターソンは，圭一マイ

ルの距離を！５分ごとに２７００回（＝ 約１０８６ｋｍ），都合６７５時問（約２８日）かけて歩いた後に ，１００００

ドルをもらっ てモーツアルト ・ホールを「歩いて」出ていっ たのだ った 。

　「女性によるマラソンと興業が国内に広がった。１年間に１０州で競歩の試合が行なわれた」。 女

性の「歩行マニア」に人気が出てきたので ，賭け師（ｂ．ｏｋｍ．ｋ。。）やマネーシャー トレーナー

とその助手たちが試合を仕組んだ。他の女性たちも「長距離競歩」を開始した。１８７５年以降，試

合を行なっ てきたシカゴのマーシャル夫人（Ｍ。。 Ｍ。。。ｈ．１１）は，ワシントンで士マイルの距離を

２７００回歩く（＝約１０８６ｋｍ）「ウオーキング」を開始した。アン ・バーテル（ＡｍＢ。廿。１ｌ）は，ニ

ューヨークのブリュースタ ・ガー デン（Ｂ．ｅｗ．ｔ。。 Ｇ。。ｄ．ｎ）で士マイルを３０００回歩く（＝ 約１２０６

ｋｍ）「競歩」を始めた 。

　く６日間「賭け競歩大会」の様子〉

　１８７９年４月１２日付の『国家警察公報（Ｔｈｅ　Ｎａｔ１ｏｎａ１Ｐｏ１１ｃｅ　Ｇａ．ｅｔｔｅ）』は「とんでもないペテスト

リアンたち（ｔｈ．ｐ．ｅｔｔｙ　ｐ．ｄ。。ｔ。。。ｎ。）」というタイトルをつけた記事で，試合について事細かに報じ

た。

　　　「水曜日の夜，ギルモー・ ガー デン（Ｇｉ１ｍｏｒｅ’ｓ　Ｇａｒｄｅｎ）で始まっ たこの女性の６日間競歩大会は

　　　 ・・終局を迎えた。この試合は，６日の問にどれだけの距離を歩けるかを競うもので，１位にはチャン

　　ピオン ・ベルトと１０００ドル，２位には５００ドル，３位には２５０ドルのほかに，３２５マイル（約５２３ｋｍ）を

　　完走したものには２００ドルの賞金が準備されて開催された。２６日の午後１１時に１８人の野心をもっ た「賭

　　け競歩選手（ｐｅｄｅｓ位ｉａｎ）」たちは，白分の名誉をかけて，途方もない長い道程に向かってスタートを

　　切 った。このまずまず優秀な競技者の一団は，コーラ ・クシング（Ｃｏｒａ Ｃｕｓｈｉｎｇ），ベラ ・キルベリー

　　（Ｂｅ１ｌａ　Ｋｉ１１ｂｕｒｙ），ジ ョイス ・ウイルスン（Ｊｏｉｃｅ　Ｗｉ１ｓｏｎ），ロサ ・フォン ・クラマッ シュ（Ｒｏｓａ　Ｖｏｎ

　　Ｋ１ａｍａｓｃｈ），ラ　シャベル夫人（Ｍａｄａｍｅ　Ｌａ　Ｃｈａｐｐｅ１１ｅ），空中フランコ 乗りのローラ嬢（Ｍ１ｓｓ　Ｌｏ１ａ） ，

　　ベルタ ・フォン ・ベアク（Ｂｅｒｔｈａ　Ｖｏｎ　Ｂ
ｅｒｇ）
，ヘンリー 嬢（Ｍｉｓｓ　Ｈｅｎ町），メアリアン ・カメロン

　　（Ｍａｒｌｏｎ　Ｃａｍｅｒｏｎ），フランクリン夫人（Ｍａｄａｍｅ　Ｆｒａｎｋ１ｍ），ファニー　リ ソチ（Ｆａｎｎｙ　
Ｒ１ｃｈ）

，エ

　　バ ・サンクレア（Ｅｖａ　Ｓｔ．Ｃ１ａｉｒ），バシー・ コーン（Ｂ
ａｓｓｉｅ　Ｋｏｈｍ），ベラ ・ブランダン（Ｂ

ｅ１１ａ

　　Ｂｒａｎｄｏｎ），エイダ ・ウオーリス（Ａｄａ　Ｗａ１１ａｃｅ）とファランド嬢（Ｍｉｓｓ　Ｆａｒｒａｎｄ）などであ った。こ

　　の選手のうちの何人かは，５００マイル（約８０５ｋｍ）またはそれ以上の距離を毎１５分間ごとに区切 って歩

　　いた記録を持ったものだったが，他の何人かは度々休憩しないと歩けないものがいることも知られてい

　　た。…… （中略）一・・彼女らは風変わりな一団（ｑｕｅｅｒ１ｏｔ）だ った。長身の者や背の低い者，太った者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５５３）
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　や痩せた者，若い者や中年，そして可愛いい者もいたが，殆どは見苦しかった。その数は非常に速いう

　ちに本格的に歩き続けようとする者だけに減っていっ た。ヘンリー嬢とフランクリン夫人は２４時問経た

　ない内に落伍した。次の４８時問には６人またはそれ以上の選手がいなくなり ，その前日にはクシング ，

　ファランド嬢，ウイリアムスとリッ チの少なくとも４人以上がレースをやめた 。

　　 ２日目の午後１１時５分過ぎには１８人の内５人だけとなっ ていた。いくつかの興味ある出来事が６日目

　すなわち最終日に起こっ た。 ２０マイル（約３２ｋｍ）先行していたベルタ ・フォン ・ベアクは，初日と同

　じように着実に歩いていた。１８人の内で唯一彼女だけが６日問同じ体調で歩き通した 。

　　ウイリアムスは自分の家に送り返され，可哀想な５４歳のファランドはベルビ ューべ病院（Ｂ
ｅ１１ｅｖｕｅ

　ｈｏｓｐ１ｔａ１）に担き込まれた
。

　　最終日の早朝には若いキルベリーと中年のウオーリス夫人が接戦を演じた。１６歳の少女のキルベリー

　は，持久力と勇気に富み自分を抜き去ろうとして懸命に努力したウオーリス夫人を徐々に追いつめて
，

　午前４時頃についに抜き去った。それでも戦いは止まず，ライバル同士が必至に並んで歩こうと，もが

　いたので衝突を起こしそうになっ た。

　　ウオーリス夫人は，ほとんど狂乱状態で歩きながら何か意地の悪いことを言 った…… 。若い女性に勝

　ちを譲ってしまうのを見るのは，ウオーリス夫人の心臓を止める様なことだった。キルベリーの頑張り

　が，ウオーリス夫人を罵る様だった。彼女は時々走り ，他の選手と元気よく歩いたりした…… 。（中略）

　　 ・・午後１時，出発後３２５マイル（約５２３ｋｍ）地点で，キルベリーは応援団の大きな声援に対して，太

　鼓を持ってきてドンドンと元気に打ち鳴らすという様なパーフォーマンスで応えた 。

　　トハイアス夫人（Ｍａｄａｍｅ　Ｔｏｂｌａｓ）は，素敵なフォームで歩き，時々速度を上げた。しかし彼女は

　自分の休憩用のテントでかなりの時間を過ごしたので，レースでは４位だった，気立てが良く ，勇気の

　ある小柄なフォン ・クラマッ シュ の後ろに後退した。フォン ・クラマッ シュ はオーストリア人であり ，

　彼女は数か国語を流暢に喋った。彼女の父は，金持ちのドイッ人だった。彼女の父は自分の娘に自由な

　教育を受けさせた。彼女は，自分の運命を弄んだ金持ちのヴ ァージニアの男と駆け落ちをしたが，彼は

　彼女に貧しさを残して死んでいっ た。 ２人には６人の子供がいて，５人までが死んだ。教師やお針子で

　は快適な生活が出来ないので，十分な練習をしないまま，この歩行レースに参加したのだった。彼女は

　午後１０時過ぎには，２９６マイル（約４７６ｋｍ）歩いていた…… 。（中略）…… 彼女はすでにチャンピオ

　ン ・ベルトの保持者であるフォン ・ベアクに迫っていた。国内の女性の「競歩選手」のうちの半分のも

　のは，こうしたことをしたいとの決意を表わしていた。これらの女性のうち，マエ ・マーシャルも優勝

　したいと願っていた 。

　　競技者たちは１１時２０分で歩くのをやめた。その時の状況について述べると ，ベルタ ・フォン ・ベアク

　［本名マキー・ フォン ・グロス（Ｍａｇｇ１ｅ　Ｖｏｎ　Ｇｒｏｓｓ）１は，３７２マイル（約５９６ｋｍ），ベラ ・キルベリー

　は３５２マイル（約５６６ｋｍ），ウオーリスは３３６マイル（約５４０ｋｍ），フォン ・クラマッ シュ は３００マイル

　（約４８２ｋｍ），トバイアスは２９２マイル（約４６９ｋｍ）…… だっ た。

　　 フォン ・ベアクはベルトをもらっ た。 これは「アストリーの競技規則（Ａｓｔ１ｅｙ　ｍ１ｅｓ）」の下で開催さ

　れたものであり ，現金１０００ドルを受け取った。キルベリーは３００ドル，ウオレスは２５０ドルを受け取った

　　トバイアスはゴール後，自分は勝つための各種の試合には申し込まないけれども ，自分が出来る限り

　練習をしたり見物したりするのだと語った。トバイアスがこの試合では最優秀の選手だったというのが

　一般的な意見だ った 。」

〈１８８０年代の女子陸上競技の様子〉

１８８０年以降，女性の「賭け競歩選手」の数は少ないものになっ た。

女性の競走大会の報告は１８８０年代には珍しいものになっ ている 。「第２０回フル ソクリン ・カレ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５５４）
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トニアン ・クラフ大会（ｔｈ．２０ｔｈ　Ａｍｕ．１Ｂ．ｏ．ｋ１ｍ　Ｃａ１．ｄｏｍ．ｎ　Ｃｌ．ｂ　Ｇ．ｍ。。）」における女性の競走に

ついての話は，１８８６年７月６日の『ニューヨーク ・タイムズ紙（ｔｈ・Ｎ・ｗ　Ｙ・・ｋ　Ｔｉｍ・・）』に載って

いる。女性のための２２０ヤード競走が行なわれた 。

　この競走は ，

　　　「猛烈な熱狂を巻き起こし，良い見物場所を確保しようとした観客の席の奪い合いによっ て慌ただし

　　い中でローフが引きちきられた。９人の出走者がいて，これらの可隣な少女はそのあたりの公園では見

　　かけられないほどの女の子だ った。ピストルの銃声でみごとにスタートを切り ，３０秒の問，拍手と興奮

　　が渦巻いた。ベッ シー・ エドワード嬢（Ｍｉｓｓ　Ｂｅｓｓｉｅ　Ｅｄｗａｒｄｓ）が他の選手を引き離してリードした 。

　　しかし彼女の隣を走っていたケート　マクトナルト嬢（Ｍ１ｓｓ　Ｋａｔｅ　ＭｃＤｏｎａ１ｄ）は何とか同時にコー

　　ル ・ラインに到着し，２人が１着で，３位はリリー・ フレミング嬢（Ｍ１ｓｓ　Ｌ１ｌｙ　Ｆ１ｅｍｍｇ）との判定が

　　下された。エドワードとマクドナルドの両嬢は再びコースに戻り ，ふたりは銀製のディナー用の食器を

　　賞品として勝ち取るために全力を傾けて挑戦した。エドワードが２ヤード先行してテープを切 った 。」

　一般的に，女性の陸上競技に関する資料は不足している 。１８９５年１月２６日の『警察広報（Ｔｈ．

Ｐ・１１・・ Ｇ…ｔｔ・）』には「強いニューヨークの少女たち（Ｓｔｍｇ　Ｇ・ｔｈ・ｍ　Ｇ１・１・）」についての話が載 っ

ている。少女たちは今も体育館の中で練習に励んでいるという事が拍手喝采を受けているという

中で，記者は ，

　　　「陸上競技場に若い女性が押し寄せてきているという奇妙なことが起ってきている。結婚相手にふさ

　　わしい独身男性たちが，このクラスの中から自分の妻になる女性を探そうとしている。女性の持ってい

　　る身体的な強さは，臆病な男性以上に引きつけるものがある。大半の人は，自転車で３０マイル（約４８

　　ｋｍ）走り ，体操用のこん棒（ｍｄ１ａｎ　ｃｌｕｂ）を操作し，サントハソ グをたたく少女の能力が，自身をし

　　 っかりした心の持ち主にすると同時に，筋肉が女性をたくましく ，しかも力強く発言出来る者にするの

　　だと思っている。このことは問違いだということがわかってきている。体育館で運動をしている当世

　　「流行り」の競技をしている少女は，現在になっ て数が増え，流行となっ てきているが，本人は時には

　　 「文学少女（ｂ１ｕｅ　ｓｔｏｃｋｍｇ）」の様でありながら，実はもう「文学少女」ではないのである。この女の子

　　は本質的には，か弱いのである。概して自分は選挙権を望まないし，自身に上手く合致した分野を除い

　　て，政治支配や統治をしたいとの要求は，自分の考え方からは逢に縁遠いものになっ ている 。」

　と報じた 。

　この記事は，バスケ ットボールや自転車の流行を認めてはいるが，バスケ ットボールをしてい

る問は，どんなに「突っかかって興奮しても ，どんなに熱中していても ，あるいは敵側に意地の

悪い３点シュートを入れても ，バスケ ットのゴールは１度だけしかカウントされない」というこ

とを述べたものなのである 。

　＜アメリカではじめて女子競技会を行なったハエサー犬学における女子陸上競技会の様子〉

　一方，バエサ ー大学体育会（ｔｈ．Ｖ。。。。。
Ｃ．１１．ｇ． Ａｔｈ１．ｔｉ． Ａ。。。。ｉ．ｔｉ．ｎ）は，「フィールド ・デ ー」

と呼ばれるアメリカで最初の女子の陸上競技大会を企画した。１８９５年１１月９日のことだった。第

２回大会は１８９６年５月に開催され，陸上競技種目の数は５種目から１０種目に倍増された。この

「フィールト ・テー」における成功と興奮は，教師のハリエソ ト・ ハレンタイン（Ｈａｍｅｔ

Ｂ．１１ｉｎｔｉｎ。）とエバ ・メイ（Ｅｖ． Ｍ．ｙ）が，１８９６年７月のハーバード大学の夏季講習会に参加して

きて得た陸上競技の知識を改良して考えたものであ った 。

　１８９７年には，ハリエット ・バレンタインは，かつてｒフィールド ・デー」について著わし，女
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子学生に対するこの大会の効用について説明したことのあるコネチカ ット州のブリッ ジポート
（ｔｈｅ　Ｂ・１ｄｇｐｏ廿，Ｃｏｍｅｃｔ１ｃｕｔ）での体育学会（Ｐｈｙ．１．ａ１Ｅｄｕｃａ七〇ｎ　Ｓｏｃｌｅｔｙ）で講演した。１８９８年３月に

は， 彼女の講演内容は全国的な研究誌である『アメリカ体育学研究（ｔｈｅ　Ａｍｅ．１ｃａｎＰｈｙｓ１ｃａ１Ｅｄｕｃａ －

ｔ１ｏｎ　Ｒｅ．１ｅｗ）』に論文として掲載された。ハエサ ー大学女子体育会（Ｗｏｍｅｎ’ｓ　Ａｔｈ１帥ｃ　Ａｓｓｏｃｌａｔ１ｏｎ

ｏｆ　Ｖ
。。。ａ． Ｃｏｌｌｅｇｅ）が王催した「フィールド ・デー」を行なう組織の存在によっ て， 結果的に ，

ハリェット ・バレンタインが，アメリカにおける女性の陸上競技についての最初で唯一の発言者

としての地位を受けることになっ た。 幸いなことに，バェサー大学の競技者たちは，バレンタイ

ンがｒ私たちは身体トレーニングの役割と必要性に関して悪い評判を立てられた結果，“ フィー

ルド ・デ ー” をその様に評価されていることを残念に思います」と『心とからだ（Ｍｉｎｄ．ｎｄ

Ｂｏｄｙ）』という雑誌の中で書いたことによっ てそうした不安が取り除かれた 。

　バレンタインは他にも評論文を書いているが，彼女はすべての屋外スポーツのなかで陸上競技

が興味を増してきていると芦い続け，こうした種類の活動が女性の問で増え続けてほしいと思わ

れていると指摘した。彼女はこうした身体活動は，それまで女性が習慣にしてきていた様々な運

動の形態よりもはるかに疲労が少ないといい続けた。他の学校も陸上競技の大会を採用したとき ，

バレンタインの仕事は楽になっ た。

　『アメリカ体育学研究』の１８９８年９月号には，マンハッ タンとブロンクスの公立学校における

体育教育が開始されたことについて述べている。１８９６年には２人の女性指導教員が任命された 。

運動の内容について，初心者の教師のために簡単にする必要があるときは，通常，初歩のランニ

ングと跳躍 ・投てきを行なわせれば良かった。しかし，正しい姿勢と呼吸量を増すためには高度

な練習が工夫された 。

　ハリエット ・バレンタインは『アメリカ体育学研究』の１９０１年６月号の別の論文の中で，国民

に対する体育教育について二度目の見解を述べた。「私たちの大学には丈夫で強健な数百人の女

子学生がいます。学生たちの元気で正常な状態が，非常に健康的な活動と真に激しい身体活動を

はっきりと要求しているのです」と，名門のバェサー大学にいる一人のアメリカ女性の発した声

は， 女性のための陸上競技を支援するものとなっ た。

　〈Ｃ ・Ｈ ・ターヒューンとＨ ・Ｈ ・ホルトンの女子陸上競技観〉

　１９０１年には，バエサー大学での大胆な「フィールド ・デー」によっ て刺激を受けた他の多くの

大学は，自分たちの大学の「フィールド ・デー」を産み出し，バエサー大学での記録に挑戦しよ

うとしていた。女性のための陸上競技は国中の各学校に野火の様に広がりつつあ った 。

　１９０３年には『女性のための運動と屋外スポーツ（Ａｔｈ１・七…ｎｄ　Ｏ吐Ｄ・ｏ・ Ｓｐｏ村・ｆ・・ Ｗ・聰・ｅｎ）』と

いう著書が出版された。クリスティン ・ヘリ ソク ・ターヒューン（Ｃｈ。。。ｔｍ． Ｈｅｍ．ｋＴ．ｒｈｍ。）に

よっ て著わされた陸上競技の章は，女性向けに女性によっ て書かれた最初の著書であ った。彼女

は今まで行なっ ていなかった陸上競技の厳しいトレーニングをする場合には，陸上競技種目にお

ける女性のための指導を考慮して準備する様に論じた 。

　ターヒューンは，トラ ック競技が「女性の陸上競技の中でも比較的新しく行なわれる様になっ

てきたもの」だと述べた。彼女は，身体を発達させるためのトラ ック競技はｒ男性の向こうを張

ってフィールド種目に参加すべきではなく…… トラ ック種目に打ち込む女生徒の疾走は，スタ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５５６）
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一トから自分に打ちかつことによっ て影響を及ぼされたもの」だとの見解を示した。ターヒュー

ンは，競技者は競技を始める前から競走が好きだと考えているかも知れないが，その幻想はすぐ

消え去ると述べ，「もしもその競技者が他の競技者から遅れをとるなら，練習は明けても暮れて

も続けなければならない」と述べた。ターヒューンは，男性のコーチは女性の競技者に対して男

性の競技者と同様に厳しく接する時以外でも ，女性の競技者を認めるべきだと提案した。「女性

競技者のや っている練習内容は男性に比べて軽いかも知れないが，しかし女性のドリルは基本に

忠実で，男性と同様に規則正しくすべきである」とも述べた 。

　ターヒューンは，柔軟運動やストレ ッチングは冬期に体育館の中で行なっ ておけば，個人の競

技者が試合をする種目を選択できると書いた。彼女は各々違った女生徒が色々な種目が好きであ

り， あるものは他の生徒たちより ，もっと違った種目に適しているとも述べている。しかし，結

果的に競走種目をやろうとしたときには，生徒たちは自分の走能力がとれほとあるのかについて

の疑念をほとんど持っていないのである。「女生徒たちはいつも走 ってきたし，恐らくこれから

も走ると言うだろう 。」

　短距離走について論ずる中で，ターヒューンはいくつかの助言を与えた。屋外よりも屋内で ，

膝や爪先ではなく腎部を使って走り ，フォームづくりの練習では両膝を高く持ち上げれば爪先で

走れる様になると述べ，短距離走では「クラウチング ・スタート」，長距離走では「スタンディ

ング ・スタート」について触れ，短距離のスタート練習が大切だと述べた。短距離走や長距離走

のスタート ，ハードル走，跳躍，投てきをしている少女の写真が，選手のトレーニングの手助け

となると述べた。ターヒューンは全種目を網羅して説明した 。

　スパイク ・シューズについて，ターヒューンは明らかに有利だと考えていた。この靴はすでに

男性の競技者が履いていたが，彼女は，この靴を履くことは「まだ生徒の問には　般化されてい

ない」と指摘した 。

　この書の第２章は，ハーハート ・Ｈ ・ホルトン（Ｈｅ．ｂｅ．ｔＨ　Ｈｏｌｔｏｎ）氏が「ランニンク」という

表題をつけて執筆している。ホルトン氏はボストン陸上競技協会の一員であり ，１９０２年にウェル

ズリー大学（Ｗ．１１。。１ｅｙ　Ｃｏ１１ｅｇｅ）においてランニングとハードルの指導員でもあ った。彼は女生徒

たちを教えるときには，「カンハリ（ｓｔ．ｅｎｕｏｕ．ｅｎｄｅ．ｖｏ。）」よりも「フォームの美しさを目的とす

るべきだ」と述べ，競技者は一週問に３日聞の規則正しい練習が必要で，ｒトラ ック ・チームを

作る」には，事前に８週問のトレーニングを準備する必要があると述べた。ウエルズリー大学の

学生たちは，“スパイク ・シューズ”を履いてコーチを受けた 。

　＜ニュージャージー州における女子陸上競技の様子〉

　『モントクライアー・ タイムズ（Ｍｏｎｔ．１．ｉ． Ｔｉｍ。。）』の１９０３年５月３０日号には，アメリカではお

そらくまだ一度も行なわれていなかったニュージャージー州での，女子学生のための２つのトラ

ック大会の結果が報告されている。この大会とは，１９０３年５月２９日に行なわれた「モントクライ

アー 高校（Ｍ・ｎｔ・１・１・ Ｈ１ｇｈ　Ｓ・ｈｏｏ１）対ポンプトンのパムリコ 陸上競技協会（Ｐ・ｍ１１・・ Ａｔｈ１・ｔ１・ Ａ・・ｏ

．ｉ．ｔｉｏｎ．ｆＰ．ｍｐｔｏｎ）」の大会と「パムリコ校の陸上競技グループの女生徒のための大会」である 。

天気は上々で，２００名の友人と学友による観衆が，大会を見るために陸上競技クラブのグランド

に注目した 。
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　最初の種目は５０ヤード競走だ った。モントクライアー 高校のゲートルード ・ギファン

（Ｇ・廿ｍｄｅＧ１丘・ｎ）が７秒Ｏで勝った。フルーマーとフラウス姿の９人がこの競走に参加した。第

２種目は８ポンドの砲丸投で，クララ ・マンチー二（Ｃｌａｒａ Ｍａｎｃ１ｍ）が勝った。ゲートルード ・

ギファンは２位だった。マンチー二は２９フィート１インチ（８ｍ８７）を投げた。２人はモントク

ライアー高校の代表選手だ った。走高跳では４フィート２インチ（１ｍ２７）だった２年前の記録

と同記録だった。モントクライアーのスクールカラーである青と白の服を着たゲートルード ・ギ

ファンが，同じ４フィート２インチ（１ｍ２７）を跳び優勝者となっ た。

　第４種目は７５ヤード走で，短距離のレプリカがかかっていた。ゲートルード ・ギファンは，１０

秒４で楽勝した。３００ヤードリレーではモントクライアー高校が４２秒６で優勝した。大歓声の中

で生み出されたエキサイティングな種目だったと報告された。彼女の３人のチームメイトが加わ

って最終走者として走ったのはゲートルード ・キファンだった 。

　この日の最終種目は，走幅跳であ った。この種目では唯一 パムリコ陸上競技協会の選手が勝

った。スクールカラーの赤とグレーのシャツを着たマリー・ リチャーズ（Ｍ・・１・ Ｒ１・ｈ・・ｄ・）は，１４

フィート３インチ（４ｍ３５）を跳んだ。パムリコ ・チームがこの種目の結果のアナウンスを聞い

たとき ，新聞は，彼女たちがｒこの瞬間のために持ってきていた多くのホーンを吹いて喜ぴ表現

した」と報じた 。

　金銀銅のメダルが入賞者の選手に渡され，モントクライアー高校が銀のトロフィーを勝ち取 っ

た。 記録がヴ ァエサー大学のものと比べられた 。

　女性の陸上競技の記録一覧表がはじめて１９０４年版の『スポルティンク社公式陸上競技年鑑

（Ｓｐ・１ｄｍｇ ’・ Ｏ冊・１ａ１Ａｔｈ１ｅｔ１ｃ　Ａ１ｍ．ｎ。。）』に掲載された。１５種目の記録のうち１０種目はウァエサー大

学の学生の出したものであり ，ヴ ァェサー大学以外のものは走高跳を除いてヴ ァェサーの選手が

参加していないものだった。ヴ ァェサー大学の記録は，１９０３年になっ て， はじめてこれとは別に

発表された。１９０４年のスポルディングの記録は以下の通りである 。

表一１　 １９０４年『Ｓｐｏ１ｄｍｇ　Ｏ舶ｃ１ａｌ　Ａｔｈｌｅｔ１ｃ　Ａ１ｍａｎａｃ』による全米女子陸上競技記録表

種　　　目 記　録 氏　　　　名 所　　　　属 樹立日

５０Ｙ走 ６秒６ Ａｎｇｅｓ　Ｗｏｏｄ Ｖａｓｓａｒ　Ｃｏ１１ｅｇｅ　Ｎ． Ｙ． １９０３

７５Ｙ走 １０秒４ Ｇｉ丑ｅｎ
Ｍｏｎｔｃ１ａｉｒ　Ｎ． Ｊ． １９０３．５ ．２９

Ｎｉｎａ　Ｇａｎｕｎｇ Ｅ１ｍｉｒａ　Ｎ． Ｙ． １９０３．６．６

１００Ｙ走 １３秒２ Ｆａｎｎｉｅ　Ｊａｍｅｓ Ｖａｓｓａｒ　Ｃｏ１１ｅｇｅ　Ｎ． Ｙ． １９０３．５ ．１７

２２０Ｙ走 ３０秒６ Ａｇｎｅ・ Ｗｏｏｄ Ｐｏｕｇｈｋｅｅｐ・ｉｅ　Ｎ． Ｙ． １９０３．５ ．１７

４０ＹＨ ７秒２ Ｍａｒｉａｎ　Ａｍｉｃｋ Ｅｌｍｉｒａ　Ｎ． Ｙ． １９０３．６．６

６０ＹＨ １０秒６ Ｎｉｎａ　Ｇａｎｕｎｇ Ｅｌｍｉｎａ　Ｎ． Ｙ． １９０３．６．６

１２０ＹＨ ２０秒０ Ｊｕ１ｉａ　Ｌｏｃｋｗｏｏｄ Ｖａｓｓａｒ　Ｃｏ１１ｅｇｅ　Ｎ． Ｙ． １９００

走高跳 １ｍ３０ Ｌｙｄｉａ　Ｃａｒｐｅｎ位ｅ Ｐ１ａｔｔｓｂ岨ｇ　Ｎ． Ｙ． １９０３．５ ．１８

走幅跳 ４ｍ４３ Ｅｖｅ１ｙｎ　Ｇａｒｄｈｅｒ Ｖａｓｓａｒ　Ｃｏ１１ｅｇｅ　Ｎ． Ｙ． １９０３

立幅跳 ２ｍ３１ Ｅｖｅ１ｙｎ　Ｇａｒｄｉｎｅｒ Ｖａｓｓａｒ　Ｃｏ１１ｅｇｅ　Ｎ． Ｙ． １９０３

砲丸投（８ポンド） ９ｍ１４ Ｅ１ｓａ　Ｗｈｉｔｅ Ｖａｓｓａ・ Ｃｏ１１ｅｇｅ　Ｎ． Ｙ． １９０２

塀登り １ｍ４９ Ｄ． Ｅ． Ｍｅｒｒｉ１１ Ｖａｓｓａｒ　Ｃｏｌｌｅｇｅ　Ｎ． Ｙ． １９００

野球用球投 ５２ｍ９２ Ｊｕ１ｉａ　Ｌｏｃｋｗｏｏｄ Ｖａｓｓａｒ　Ｃｏ１１ｅｇｅ　Ｎ．Ｙ １９０１

ノ、スケ ット球投 ２２ｍ１０ Ｈａｒｒｉｅｔ　Ｊ． ＭａｃＣｏｙ Ｖａｓｓａｒ　Ｃｏ１１ｅｇｅ　Ｎ． Ｙ． １９０２

　なお，氏名と日付は著者が書き加えた。ヴ ァェサー大学は，各種目の標準記録を設定し，あと

に続く他の諸学校のために記録を樹立していっ たのである 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５５８）



　　　　　　　　　　　『アメリカにおける黎明期の女子陸上競技の状況』（岡尾）　　　　　　　　　　３８３

　＜当時のアメリカの体育指導者の女子陸上競技観〉

　１８９５年から１９６０年代までのアメリカにおける女子陸上競技の歴史は，アメリカの女性体育家た

ちの態度と思想が密接に関連していた 。

　学校の内外でともに女子陸上競技が発展してきたのはこうした理由があるからであり ，この時

期には，女子体育指導者協会のリーダーたちの考え方がこれに追随したのであろう 。男性の陸上

競技の大会に問題がなかったことを思い起こさなければならない。ある男の選手が，１００ヤード

や砲丸投への参加について理屈付けをしなければならないことはなかった。男性のための競技会

は， 昔から「男らしさ（ｍ。。。１ｉｎ。）」を表わすものだと考えられ，男の職場では，むしろ必要性さ

え感じる ，願いの込められた「特質（。仇。ｉｂｕｔ。）」だと言われてきた。誰も男性の学生陸上競技大

会には疑問を持たない。それは競技会が活動的な勇気と発達をもたらすものだからである。競技

会はチャンピオンを生みだすとともに，勝利のための指導者の重要性と強い位置づけをも生み出

す。 競技会はまた，著名なコーチの地位を旨味のある高額で準備した。陸上競技場から離れたと

ころで成功する秘訣は，チャンピオンの男性競技者を続々と送り出すことだった。１８００年代以降 ，

年々 ，学校とクラフは，陸上競技の幾多のチャンピオンの男性を輩出してきた。そのうちのある

者はさらに多くのチャンピオンを代わる代わる生み出してきた優秀なコーチとなり続けた。この

ことは如何にプログラムが充実し，強力になっ てきたかを物語っている。女性のプログラムには

「米国アマチ ュア陸上競技運盟（Ｎａｔ１ｏｎ．１Ａｍ．ｔｅｕ． Ａｔｈ１ｅｔ１ｃ　Ｆｅｄｅ。。廿ｏｎ）」の女子部（ｔｈｅ　Ｗｏｍｅｎ
’ｓ

Ｄｉｖｉ．ｉ．ｎ）が組織された後も ，こうした機会はなく ，１９３０年代以降，１９６１年に至るまでアメリカ

の学校から，女性の大会や陸上競技を無くしてしまうという計画が企てられた 。

　『アメリカ体育学研究』の１９０４年３月号には，ウイスコンシン州の体育協会によっ て「女性の

ための大学対抗陸上競技大会は承認しない」と論じられた決議が掲載されている。この決議は中

西部の１９大学の女性の学部長が参加した会議を通過した 。

　『アメリカ体育学研究』の１９０６年９月号は，「高校トレーニング協会（Ｐｕｂ１ｉ・ Ｓ・ｈ・・１Ｔ・・ｉｎｉｎｇ

Ｓ。。ｉ．ｔｙ）」の第１回代表者会議のことを報告している。この代表者会議の中心論題は「女子生徒

のための陸上競技（Ａｔｈｌｅｔｉ．ｆｏ． Ｇｉ．１ｓ）」についてであ った。この会議の公開演技には，「われわれ

は女子生徒のための高校陸上競技大会を承認しない」と決議されたにもかかわらず，女子生徒に

よる砲丸投とリレー競走が含まれていた 。

　「走 ・打 ・投の能力は，すべて男性的な能力である」とルザ ー・ ハルゼ ー・ ギューリッ ク博士

（Ｄ．Ｌｕｔｈ。。 Ｈ．１。。１ｙ　Ｇ
ｕ１１．ｋ）は，１９０６年３月３０日の第１回体育教育総会の会長講演で述べた。彼は

この会の会長であると同時に，ニューヨーク州のパブリッ ク・ スクールの体育トレーニング協会

の理事長でもあ った。ギューリッ ク博士は，デ ュデリー・ Ａ・ サージャント博士（Ｄ。． Ｄｕｄ１．ｙ八

Ｓ・・ｇ・ｎｔ）

，マソ カルティ博士（Ｄ・Ｊ　Ｈ　Ｍ・Ｃ・・ｄｙ）なと著名な体育家たちのいる聴衆に，如何に陸

上競技が男らしくない（ｍａｎｌｍ。。。）ことを試すものかについて語りかけ，近年「フィールト　テ

ー」を行なっ たニューヨーク市内にあるスタテン 島（Ｓｔ．ｔｅｎＩ．１．ｎｄ）にある小さな高校を引き合

いに出して，バエサー大学の女子学生の陸上競技の能力をあざ笑った。彼は「はじめてのフィー

ルド ・デーにおけるこの高校の女子生徒たちは，バエサー大学の女子学生がすでにつくっ た記録

よりも４種目において好記録を生んだと聞いている，と言いたい。」と語 った。彼は，女子生徒

には陸上競技に付随した屋外の運動を準備すべきだと認めて演説を締め括ったが，彼は厳しいチ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５５９）



　３８４　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４７巻 ・第２ ・３ ・４号）

一ムがや っているトレーニングが心身に有害だとの意見を述べ，「余り頑張らずにレクリェーシ

ョンのための陸上競技や大衆のための大会をやろう」と語りかけた 。

　他の講演で，デュデリー・ アレン ・サージャント博士は，女性が男性の陸上競技大会に参加す

べきかどうかを調査したと述べた。博士は「荒々しく男性的なスポーツに優れた女性は，男性的

な特性を受け継いでいるか獲得した人であるかである…… 。男性に比べて相対的に短足で重い腰

と太股は，あらゆる競走や跳躍，棒高跳等々においては，女性に厳しいハンティキャソ プとなっ

ているはずだ。生物分類上の女性は，男性と同様の延長上線の心身の系統に位置づけることはで

きない」と断言した。サージャント博士は，女性のための陸上競技活動を禁じはしないが，ハー

ドルの高さを低くして距離を短くしたり ，砲丸投や他の「投てき用具」の重さを軽くしたり ，記

録を出すことよりも良いフォームを強調すべきだと提案した。サージャント博士によれば，ｒみ

ことな優雅さ（ｅＸｑｕ１・１ｔ・ｇ・ａＣｅ）」が女性の陸上競技の成績として評価されねはならないことにな

る。 博士は「女性に対しては，強く ，活発で，雄々しくなる努力をしている男性や男子生徒に好

意を持たれる婚約者になるための荒々しいスポーツについて十分考慮すべきだ」と述べた 。

　＜１９０８年以降のアメリカにおける女子陸上競技の状況〉

　当時の体育界の指導者たちによっ て考えられたり意見が拡められたこの種の理念に基づいて ，

女性にはどんな機会があ ったのだろうか 。

　１９０８年の『スポルディング社陸上競技年鑑』には，次の様な女子陸上競技の記録が掲載されて

いる 。

　　　　表　２　１９０８年『Ｓｐｏ１ｄｍｇ　Ｏ拓ｃｌａ１Ａｔｈ１ｅｔ１ｃ　Ａ１ｍａｎａｃ』による全米女子陸上競技記録表

種　　　目 記　録 氏　　　　　名 所　　　　属 樹立日

５０Ｙ走 ６秒２ Ｆａｍｉｅ　Ｊａｍｅｓ Ｖａｓｓａｒ　Ｃｏｌｌｅｇｅ　Ｎ． Ｙ． １９０４．５．７

７０Ｙ走 ６秒８ Ａｍｅｌｉａ　Ｗａｒｅ Ｖａｓｓａｒ　Ｃｏ１ｌｅｇｅ　Ｎ． Ｙ． １９０８．５．９

７５Ｙ走 １０秒１ Ｈｅ１ｅｎ　Ｂｕｃｋ Ｍｔ　Ｈｏ１ｙｏｋｅ　Ｃｏｌｌｅｇｅ １９０５．５ ．１０

Ｓｏ．Ｈａｄ１ｅｙ　Ｍａｓｓ

１００Ｙ走 １３秒０ Ｆａｎｎｉｅ　Ｊａｍｅｓ Ｖａｓｓａｒ　Ｃｏ１ｌｅｇｅ　Ｎ．Ｙ １９０４．５．７

２２０Ｙ走 ３０秒６ Ａｇｎｅｓ　Ｗｏｏｄ Ｐｏｕｇｈｋｅｅｐｓｉｅ　Ｎ．Ｙ １９０３．５ ．１７

４０ＹＨ ７秒２ Ｍａｒｉａｎ　Ａｍｉｃｋ Ｅ１ｍｉｒａ　Ｎ． Ｙ． １９０３．６．６
、

６０ＹＨ １０秒６ Ｎｉｎａ　Ｇａｎｕｎｇ Ｅ１ｍｉｎａ　Ｎ． Ｙ． １９０３．６．６

１００ＹＨ １６秒６ Ｍａｒｔｈａ　Ｇａｒｄｎｅｒ Ｖａｓｓａｒ　Ｃｏｌ１ｅｇｅ　Ｎ． Ｙ． １９０６．５．１２

１２０ＹＨ ２０秒０ Ｊｕ１ｉａ　Ｌｏｃｋｗｏｏｄ Ｖａｓｓａｒ　Ｃｏ１１ｅｇｅ　Ｎ． Ｙ． １９００

走高跳 １ｍ３７ Ｈｅｌｅｎ　Ｓｃｈｕｔｔｅ Ｃｅｎｔｒａ１Ｈｉｇｈ　Ｓｃｈｏｏ１ １９０５．４．２８

Ｓｔ．Ｐａｕｌ　Ｍｉｎｎ

Ｈｅｌｅｎ　Ａｌｄｒｉｃｈ Ｎａｔｉｏｎａ１Ｃｈａｔｈｅｄｒａ１ １９０５．５ ．２６

Ｓｃ ｈ．， Ｗａｓｈｉｎｇｔｏｎ　Ｄ． Ｃ．

走幅跳 ４ｍ４３ Ｅｖｅ１ｙｎ　Ｇａｒｄｈｅｒ Ｖａｓｓａｒ　Ｃｏ１ｌｅｇｅ　Ｎ．Ｙ １９０３

立幅跳 ２ｍ４３ Ｅｄｉｔｈ　Ｂ
ｏａｒｄｍａｎ

Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｈａｔｈｅｒａ１Ｓｃｈ
．，

１９０５．５．２６

Ｗａｓｈｉｎｇｔｏｎ　Ｄ．Ｃ

砲丸投（８ポンド） １０ｍ０８ Ｍ． Ｙｏｍｇ Ｂｒｙｎ　Ｍａｗｒ　Ｃｏｌ１ｅｇｅ　Ｐａ １９０７

塀登り １ｍ４９ Ｍｉｌｄｒｅ
ｄ　Ｖｉ１ａｓ Ｖａｓｓａｒ　Ｃｏ１ｌｅｇｅ　Ｎ．Ｙ １９０７．５ ．１１

野球用球投 ６０ｍ２４ Ａ１ｉｃｅ　Ｂｅ１ｄｉｎｄ Ｖａｓｓａｒ　Ｃｏｌｌｅｇｅ　Ｎ． Ｙ． １９０４．５．７

ノミスケ ット球投 ２２ｍ１Ｏ Ｈａｒｒｉｅｔ　Ｊ． ＭａｃＣｏｙ Ｖａｓｓａ・ Ｃｏｌｌｅｇｅ　Ｎ．Ｙ １９０２

立高跳 １ｍ０６ Ｔ． Ｂａｔｅｓ Ｂｒｙｎ　Ｍａｗｒ　Ｃｏ１１ｅｇｅ １９０５

三段跳 ８ｍ３７ Ｈ． Ｋｅｍｐｔｏｎ Ｂｒｙｎ　Ｍａｗ・ Ｃｏ１１ｅｇｅ １９０５

　アムハースト大学（Ａｍｈ…ｔ　Ｃｏｌ１ｅｇｅ）のジ ョン ・Ｍ ・テーラー教授（Ｐ・ｏｆ　Ｊｏｈｎ　Ｍ　Ｔｙｌ・・）によ

って書かれた高校生女生徒のための身体トレーニングに関する論文が，１９０９年５月の『アメリカ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５６０）



　　　　　　　　　　　『アメリカにおける黎明期の女子陸上競技の状況』（岡尾）　　　　　　　　　 ３８５

体育学研究』に掲載された 。

　これには

　　　 「普通の女子生徒は屋外のゲームを経験したことがない。一般に，女生徒は活発で上手く遊んだり ，

　　あるいは「大筋」を使うことを学んだことがない。女子生徒がもし自分の母親や叔母がいつも「オテン

　　バな遊び（ｔｏｍ－ｂｏｙ　ｐ１ａｙ）」の邪魔をしないのなら，非常に幸せで，普段は彼女に静かで，上晶で，高

　　貴で貴婦人らしい振舞いを強要するものである。こうした習慣や性の違いによる結果，高校の女子生徒

　　の発達は同年齢の男子生徒の発達とはまっ たく違ったものになるのである 。」

　１９１１年の『スポルディング社公式陸上競技年鑑』に載った女子の１９１０年の記録は，次の様に変

化した 。

　　　　表一３　 １９１１年『Ｓｐｏ１ｄｍｇ　Ｏ筋ｃ１ａ１Ａｔｈ１ｅｔ１ｃ　Ａｌｍａｎａｃ』による全米女子陸上競技記録表

種　　　目 言己　録 氏　　　名 所　　　属 樹立日
７５Ｙ走 ８秒８ Ｒｕｔｈ　Ｓｐｅｎｃｅ・ Ｌａｋｅ　Ｅ・ｉｅ　Ｃｏ１１ｅｇｅ １９１０．５ ．１４

Ｒｕｔｈ　Ｂａｋｅｒ Ｌ・ｋ・ Ｅ・ｉｅ　Ｃｏ１ｌｅｇｅ １９１０．５ ．１４
Ｐａｉｎｅｓｖｉ１１ｅ，Ｏｈｉｏ

１００Ｙ走 １２秒Ｏ Ｍａｒｉｅ　Ｔｈｏｎｔｏｎ Ｌａｋｅ　Ｅ・ｉｅ　Ｃｏ１ｌｅｇｅ １９１０．５ ．１４

９０ＹＨ １４秒Ｏ Ｍａｒｉｅ　Ｔｈｏｎｔｏｎ Ｌ・ｋｅ　Ｅ・ｉ・ Ｃｏ１ｌ・ｇ・ １９１０．５ ．１４

走高跳 １ｍ４１ Ｃａ・ｏ１ｙｎ　Ｈａ１ｅ Ｉｎｇｌｅ・ｉｄｅ　Ｓｃｈｏｏｌ　Ｎｅｗ
１９１０．６ ．１３

Ｍｉ１ｆｏｒｄ， Ｃｏｎｎ

塀登り １ｍ６０ Ａｌｍａｄｅ　Ｂａｎ Ｖａｓｓａｒ　Ｃｏ１１ｅｇｅ　Ｎ．Ｙ １９１０．５．７

立高跳 １ｍ１３ Ｌｏｕｉｓｅ　Ｆｅｅ Ｌ・ｋ・ Ｅ・ｉ・ Ｃｏ１１・ｇ・ １９１０．５ ．１４

三段跳 ９ｍ０１ Ｃｈａｒ１ｏｔｔｅ　Ｈａｎｄ Ｖａｓｓａ・ Ｃｏｌｌｅｇｅ　Ｎ． Ｙ． １９ユ０．５．７

棒高跳 １ｍ４５ Ｒｕｔｈ　Ｓｐｅｎｃｅ・ Ｌ・ｋｅ　Ｅ・ｉ・ Ｃｏ１１・ｇ・ １９１０．５ ．１４

　１９１０年６月１４日の『ニューヨーク ・タイムズ紙』は，６月１３日にキャロライン ・ヘイル
（Ｃ。。。１ｙｎ Ｈ．１。）の走高跳の世界記録の小さな記事を載せている。「フィールト ・テー」が女子生

徒のためにイングルサイド校（Ｉｎｇｌ。。ｉｄ． Ｓ．ｈ。。１）の卒業式と関連させて開催された。走高跳以外

にも ，キャロラインが５～６種目の競技に優勝した 。

　「フィールド ・デ１はアメリカ国内の諸学校（。。ｈｏ．１）で行なわれはじめた。『アメリカ体育

学研究』の１９１０年６月号には，１９１０年５月２１日のフィラデルフィアのパブリッ ク・ スクールの

「第３回フィールド ・デー」に５０００名の生徒たちが参加したと報告している。女子生徒のために

行なわれた陸上競技の種目は，立幅跳 ・バスケ ット球投と往復リレー競走であ った 。

　『アメリカ体育学研究』１９１０年１０月号には，セント ・ルイスにおける第１回のパブリッ ク・ ス

クールの「フィールト ・テー」のことを記載している 。小学校（ｇ．ａｍｍｅ．ｓｃｈｏｏｌ）の女子学童は
，

以下の様に区分けされていた。すなわち，体重７５ポンド（３４ｋｇ）以下の「年少クラス」は，３０ヤ

ード走と走幅跳，バスケ ット球投，９０ポンド（４０．８ｋｇ）以下のｒ中小クラス」は４０ヤード走，立

幅跳，バスケ ット球投，１０５ポンド（４７．７ｋｇ）以下の「中問クラス」は５０ヤード走，走幅跳，バ

スケ ット球投，そしてそれ以上の「上級クラス」は６０ヤード走，バスケ ット球投，走幅跳に参加

した。唯一男子高校の生徒には１００ヤード走，砲丸投，走幅跳が指示されていた。８７の小学校の

６４４人の女子学里が参加した 。

　この論文は次の様な著者の論評で結びとしている
。

　　　 「市内のあらゆる地域からや ってきたお互いにまっ たく知らない者同士が，肌の色とは関係なく ，仲

　　睦まじく友好的な雰囲気だった。偶然に肌の色は違 っても ，その内の一人が，競技中に良い成績を出し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５６１）



３８６　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４７巻 ・第２ ・３ ・４号）

　た場合にはいつも ，惜しみない拍手を送 った。子ともの友好的な気持をうまく育てるための会話が交わ

　されたので，この日はどんな時でも ，どの競走にも偏見は見られなかった。全体としてすべての人の気

　持と，男女の学童たちが学校のために最高の力を示そうとしたことは，それ自体が道徳面からみても価

　値のある学習だった 。」

　女性が男性化していく問題，競争が激化する問題や女性のスポーツ参加に対していつも存在し

ている疑問などの的外れの論文が出されている問に，大学の女子学生を悩ませ，女性の陸上競技

の発展や進歩を遅らせたのである。『アメリカ体育学研究』の１９１１年２月号には，大学の男子学

生は５つの現行の陸上競技規則（丘。。。ｘ１。七ｎｇ。。ｔ．ｏｆ位。。ｋ　ａｎｄ丘。１ｄ　ｍ１。。）を整理統合して各種目の

競技方法（ｏ．ｄｅ。）を決めるとともに，恒久的な陸上競技委員会を設立するのに時問を費やしたと

述べている。アモス ・アロンソ ・スタ ソグ氏（Ａｍｏｓ　Ａ１ｏｎ・ｏ　Ｓｔａｇｇ）は，創設期の３人のメンハー

の一人であ った。彼に与えられた仕事は，提案された規則の改訂を受取るとともに，議決し，新

記録を公認し，協会の違った地域で樹立された記録を収集し，記録や大会要項を管理することで

あっ た。 発展途上のスポーツの専門的な事柄は，この人によっ て事務処理された。男性がなぜ陸

上競技や大会に参加するのかなどについては誰も疑問に思わなかった。進歩は男性のために達成

されてきていて，男性の種目としては，１００ヤード ・２２０ヤード ・４４０ヤード ・１マイル ・２マイ

ルの各競走 ・１６ポンド砲丸投 ・１６ポンドハンマー投・ 円盤投 ・走高跳 ・走幅跳 ・棒高跳が行なわ

れる様になっ た。

　８か月後，『アメリカ体育学研究』の１９１１年１０月号には，女性に対する処し方の例が示された 。

ここには以下の様に報告されている

　「ウイスコンシン大学（Ｕｍ．ｅ．ｓ１ｔｙ　ｏｆＷ１．ｃｏｎ．１ｎ）に入学してきた若い女子学生の何人かは，とう

すれば自分のエネルギーを維持するのが良いかが分からないので，今にも「神経症」で倒れそう

な者がいる 。…… 女子のトレーニング学科は，こうした学生のために「休息クラス（Ｃ１。。。。。Ｏｆ

。。。ｔｍｇ）」を設置した　　。約１７５人の若い女子学生が昨年度，この様な「休息クラス」に在籍し

ている 。」

　『アメリカ体育学研究』の１９１１年１１月号には，小学校のレベルについて，男女の学里は運動会

や「フィールド ・デー」で競走を行なっ ている，と記述している。ミシガン州のグランド ・ラピ

ソド校（Ｇ・ａｎｄＲａｐ１ｄ・，Ｍ１ｃｈ１ｇａｎ）での運動会では，ｒ低学年の男女学里（・ｍａｎｂｏｙ・ａｎｄｇｒ１・）」の

ためにリレー競走と５０ヤード競走が行なわれたと報告している。『アメリカ体育学研究』の１９１２

年１１月号には，マサチ ューセ ッッ州のケンブリッ ジ・ パブリッ クスクールの「第１回定期フィー

ルド ・デー」が，１９１２年６月１１日にハーバード大学の競技場で開催されたことを報告している 。

若い少年少女は「ビーンバッ グ・ レース（ｂｅａｎｂ・ｇ・ａ・ｅ）」や「旗を持 った往復リレー競走

（。ｈｕｔｔ１ｅ　Ｈａｇ．ａ。。）」の様な珍しい競技を行なっ た。 高校生のレベルでは女子生徒がド ッジボール

を行ない，２種目の珍しい競走をしたし，男子生徒は２つの陸上競技大会を行なっ た。 ケンフリ

ソジ高校とラテン語学校の男子生徒はリンジエ芸高校（Ｒｍｄｇｅ　Ｔｅｃｈｎ１ｃａ１Ｓｃｈｏｏ１）の男子生徒と対

抗陸上競技大会を行なっ た。

　フィラデルフィア州の男女の高校のトレーニング課程の授業では，陸上競技の活動を認定した 。

女子生徒が参加する様子は，『アメリカ体育学研究』の１９１３年１１月号に写真入りで載っている 。

　「陸上競技の活動は，…… 女子生徒が必要とする身体活動は，男子のものほど大きくはないと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５６２）
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思われる。女子生徒にとっ ては，競争を伴う陸上競技の活動はわずかしかないからである 。」

　１９１５年のオハイオ州のプレー ブル ・カントリー 校（Ｐ。。ｂ１． Ｃ．ｕｎｔ．ｙ，Ｏｈｉｏ）の運動会が陸上競技

活動として行なわれた。この活動は１３歳以下の少女と１３歳以上の２つ部に分かれていた。１３歳以

下のグループはゴールをめがけてのバスケ ット球投，野球用球投，４０ヤード競走と４０ヤードリレ

ー， ポテト競走（ｐ．ｔ．ｔ。。ａ。。）であ った。１３歳以上のグループはゴールをめがけてのバスケ ット

球投，野球用球投と８ポンドの砲丸投がフィールド種目として，７５ヤード競走と７５ヤードリレー

ポテトレースが競走種目として行なわれた。これは１９１５年５月号の『アメリカ体育学研究』に報

告されている 。

　成人の部のレベルでは，１９１３年の実験的な試みとしてロサンゼルスの競技の指導者の求めに応

じて，女性の５０ヤード競走 ・走高跳 ・バスケ ット球投と立幅跳を行なっ た。１９１２年の『スポルデ

ィング社陸上競技公式年報』には「女子の陸上競技の記録」と「バエサー大学の記録」が掲載さ

れている。１９１０年以降の「陸上競技の記録」の変化は以下の通りである
。

　　　　表一４　 １９１２年『Ｓｐｏ１ｄｍｇ　Ｏｆ丘ｃｌａ１Ａｔｈ１ｅｔ１ｃ　Ａ１ｍａｎａｃ』による全米女子陸上競技記録表

種　　　目 記　録 氏　　　名 所　　　属 樹立日
１００ＹＨ １６秒２ Ｃａｒｏ１ｉｎｅ　Ｊｏｈｎｓｏｎ Ｖａｓｓａｒ　Ｃｏ１１ｅｇｅ　Ｎ．Ｙ １９１１ ．５．４

走高跳 １ｍ４５ Ｉｓａｂｅ１１ｅ　Ｓｗａｉｎ Ｗｅ１１ｓ　Ｃｏｌｌｅｇｅ ！９ユユ ．５ ．１６

Ｍｉｒｉａｎ　Ｈｅｅｍａｎｓ Ａｕｒｏｒａ，Ｎ．Ｙ １９１１ ．５ ．ユ６

走幅跳 ４ｍ６０ Ｃａ・ｏ１ｙｎ　Ｈａ１ｅ Ｉｎｇｌｅ・ｉｄｅ　Ｓｃｈｏｏ１Ｎｅｗ
１９１１ ．６．３

Ｍｉ１ｆｏｒｄ， Ｃｏｎｎ

立幅跳 ２ｍ４８ Ａ１ｍｅｄａ　Ｂａｒｒ Ｖａｓｓａ・ Ｃｏ１１ｅｇｅ　Ｎ．Ｙ １９１０

野球球投 ６２ｍ３４ Ｄｏｒｏｔｈｙ　Ｓｍｉｔｈ Ｖａｓｓａｒ　Ｃｏ１ｌｅｇｅ　Ｎ． Ｙ、 １９１１．５．４

ノ、スケ ット球投 ２３ｍ７２ Ｍｉｌｈｏｕａｎｄ Ｖａｓｓａ・ Ｃｏ１１ｅｇｅ　Ｎ．Ｙ １９０９

立高跳 １ｍ２２ Ｒｕｔｈ　Ｓｐｅｎｃｅ・ Ｌａｋｅ　Ｅ・ｉ・ Ｃｏ１１ｅｇ・ １９１１ ．５ ．１５

捧高跳 １ｍ７２ Ｒｕｔｈ　Ｓｐｅｎｃｅｒ Ｌａｋｅ　Ｅ・ｉｅ　Ｃｏ１ｌｅｇｅ １９１１ ．５ ．１５

　１９１５年５月には，インテイアナ大学（Ｉｎｄ１・ｎ・ Ｕｎ１ｖｅ・・１ｔｙ）の女子学生ポーリン ・セイヘンシャ

ル選手（Ｐａｕｌｍ． Ｓ１ｅｂ．ｎｔ１．１）は，棒高跳で６フィート１インチ（１ｍ８６）の記録を出した。この記

録はこの女子大生だけが出場できる大会で出されたものである 。１９１５年５月２１日付の『ニューヨ

ーク ・タイムズ紙』には，「インディアナ州での新しい行事として，女性の陸上競技のトラ ック

大会が問も無く開催されるはずである」と書いている 。

　さらに１９１５年５月１９日付の『ニューヨーク ・タイムズ紙』は，「バエサーの記録が破られた」

というのを見出しとしている。この記事の中で，ミズリー州のメキシコ市のハワード ・ペイン大

学（Ｈｏｗａ・ｄＰ・ｙｎｅ Ｃｏ１１ｅｇｅｏｆＭｅｘｃｏ，Ｍｉ・ｏ皿ｉ）と同じ州のコロンビア市のステフェンス大学

（Ｓｔｅｐｈ
ｅｎ．ｅ Ｃｏ１１ｅｇｅ）との対抗戦で，ハワート ・ペイン大学のアイリーン ・チャンセラー（Ｉ。。ｎ．

Ｃｈ．ｎ。。１１。。）が１５フィート１インチ（４ｍ６０）を跳んで，ハエサー大学の学生が保持していた走幅

跳の記録を更新したと報じている 。

　ユニークな種目が１９１８年４月２１日にカリフォルニアで行なわれた。「サンフランシスコ電話郵

便会杜（Ｔｈｅ　Ｓａｎ　Ｆ．ａｎｃ１．ｃｏ　Ｃａ１ｌ　ａｎｄ　Ｐｏ．ｔ）」が女性のために「第１回クロスカントリー　ハイキン

グ」を支援した。「ディッ プシー・ ハイク（Ｄｉｐ。。。ｈｉｋｅ）」の距離は７マイル（約１１ ．２７ｋｍ）であ

った。１９１８年４月２２日の『サンフランシスコ電話郵便会社報』には，「合衆国ではじめての女性

に制限された競技会である第１回クロスカントリ大会が開催され，ヒ ックマン嬢（Ｍｉ。。

Ｈ１ｃｋｍａｎ）が優勝の栄に輝いた」と記述している。エティス ・ヒ ソクマンは優勝するために，彼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５６３）



　３８８　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４７巻 ・第２ ・３ ・４号）

女のコーチのオリンピ ソク ・クラフのエティ ・スタウト（Ｅｄｄ１ｅ ＳｔｏｕｔｏｆｔｈｅＯ１ｙｍｐ１ｃ Ｃ１ｕｂ）氏の

指導を受けた。スタウト氏はトレーニングとぺ一ス配分を彼女にあらかじめ指示した。３０００名の

執心な観衆が１７７人の女学生が出走するハイクのスタートを見物に来た。女学生たちはこの距離

を走ったり歩いたりした。ヒ ックマンの記録は，１時間１８分４８秒であ った。このハイクは ，１９１９

年・ ２０年 ・２１年 ・２２年にも開催された 。
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